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概要：初学者に対するプログラミング教育は数多くの研究が進められてはいるが，実

際にはさまざまな難しさを抱えている．とりわけ大学でのプログラミング教育は教育

の質保証の観点から授業のみならず授業時間外学習の設計が重要である．授業と授業

時間外の学習をより効果的なものとする手法として近年，反転授業が注目されている．

本報告ではプログラミング教育の視点から反転学習を考えるとともに筆者らの実践を

紹介する． 

 

1 はじめに 

プログラミングの教育については大学等での

専門教育として実施されているのはもちろんの

こと，現行の学習指導要領では中学校の技術科

で必修化され，また初等教育段階からの導入の

検討も始まっている[1]．一方，プログラミング

の学習は初学者にとって様々な難しさを抱えて

おり，数多くの研究が行われてはいるが[2]実際

の授業ではさらなる改善が求められている。 

また，大学教育の質保証の観点から授業時間

外の学習を適切に行わせることが求められてお

り，大学でのプログラミング教育を考える上で

授業時間外学習をいかに設計するかが問われて

いる．これに対して，ICT の利活用を背景に授

業と授業時間外学習の役割を見直す「反転授業」

が着目されている[3]。 

本報告では初学者向けのプログラミング教育

での反転授業について，筆者らの取り組みを踏

まえて考察する． 

2 大学教育の質保証と反転授業 

大学での授業について，大学設置基準では

「一単位の授業科目を四十五時間の学修を必要

とする内容をもつて構成することを標準」とし

ており，「講義及び演習については、十五時間か

ら三十時間までの範囲で大学が定める時間の授

業をもつて一単位とする」と定めている1．学修

時間と授業時間の差は授業外学習を行うことが

想定されていることによる．大学設置基準が想

定している授業外学習が実際に行われていると

は限らないが，教育の質保証の観点から，CAP 

制が導入されるなど，単位制度の実質化が求め

られている． 

授業外学習を効果的に実施する手法として近

年注目されているのが「反転授業」である[3]．

反転授業では，動画などのメディアが容易に使

えるようになってきたことから，講義などで行

っていた教員から学生への授業内容の伝達をむ

しろ予習として課し，授業では討論などを通じ

て知識の定着を図ろうとするものである． 

                                                   
1 このほか「実験、実習及び実技については、

三十時間から四十五時間までの範囲で大学が定

める時間の授業をもつて一単位とする」とされ

ている． 

http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/eng/index.html


3 プログラミング教育における反転授業 

反転授業をプログラミング教育に取り入れ

たものとして林ら[4][5]の報告や，高井，水谷ら

の報告[6][7]がある．これらの報告では一般的に

言われる反転授業の実施方法にしたがって，授

業で講義する内容をビデオ教材で置き換え予習

してくることを中心に構成されている． 

4 写経型学習に着目した反転授業の構成 

ビデオ教材による予習が反転授業の典型的な

実施方法であるが，反転授業の効果の本質は 

 学生が単独で行える学習を時間外学習に移

すこと．とりわけ，学習に要する時間が学

生により異なる場合に，学生個々が必要な

時間をかけて学習できるようにすること． 

 教室では教員（およびＴＡ）と学生が時間

を共有できることをから，教員と学生がよ

り対話的に授業を行うことで学習内容を定

着させたり深めたりすること． 

にある．この点に着目すればビデオによる講義

内容の予習以外にも反転授業の効果的な構成法

を考える余地がある． 

筆者らはプログラミングの学習において，例

題のプログラムを自らコーディングし，実行す

る学習過程を「写経型学習」と捉え，その効果

や，学習者の躓き，学習者の支援について検討

してきた[9][10]．写経型学習は多くのプログラ

ミングの授業で実施されているが，例題をその

ままコーディングし，実行するという行為その

ものは単純である一方，それに要する時間はタ

イピング速度やタイプミスによるエラーなどで

学習者によって相当にばらつく． 

この点に着目し，情報系の演習科目の一部で

写経型学習を授業時間外に実施し，授業では課

題に取り組ませることを試みている．詳細は[8]

を参照頂きたいが，写経型学習を授業時間外に

実施する上で，ミスタイプによるエラーの発生

などによる学生の躓きを軽減する指導を行うと

ともに，進捗を報告させ，授業で可視化するこ

とで学習の必要性を意識させるなどの工夫を行

っている． 

このような方法で授業を実施することでコ

ーディングやコンパイル操作といった基本的ス

キルのレベルが向上し授業の進度を稼ぐことが

できる．やみくもに写して実行するだけの課題

に疑問を呈する学生も居るが多くの学生は肯定

的である． 

5 おわりに  

プログラミングにはさまざまな知識やスキル

が要求され、プログラミング言語の文法知識や

コーディング操作はその一部にすぎない．今後，

より包括的な視点でプログラミング教育の効果

的で効率的な実施を考えたい． 
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